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編集後記

筑波大学先史学・考古学研究第 28号をお届けします。今号は，論文 l編，

研究ノート 2編，その他 2編という構成になりました。論文 l編は，本学

の卒業生でもある亀井翼さんの投稿論文で，堀之内式土器の編年研究に取

り組んだ好論です。ただ，誌面の構成として，論文 l編というのは物足り

ないと言わざるを得ませんO 編集委員会の責任を痛感するところですが，

研究ノートとして掲載した 2編では，今後の研究に向けた論点の整理や資

料の検討が着実に進められていますので，次号以降の論文投稿に期待を寄

せたいと思います。

本学の考古学関係者が主に利用している研究棟は，東日本大震災後の長

期にわたる耐震工事がようやく終了し今年度の始めからすべて新しい研

究室での活動がスタートしました。また，懸案であった収蔵庫の修繕も行

われ，戦前から蓄積されてきた貴重な資料を保管する安全な環境が確保さ

れました。リニューアルした展示室には，そうした貴重な資料の数々を公

開していますが，今号で紹介された馬形埴輪もその一つです。しばらく前

までは収蔵庫の片隅に埋もれていましたが このたび本学の学生によって

図化され，はじめて日の目を見ることになりました。今後，そうした収蔵

資料の整理を進め，本誌の充実にもつなげていければと考えているところ

です。 (M.T.)
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